
                                  

                                  

                                  

                                  

                                  

 

さ
い
石
だ
よ
り 

御
来
賓
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
の
御
指
導
、
御
鞭
撻
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
組
合
員
の

皆
様
は
、
組
合
事
業
運
営
に
深
い
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

さ
て
、
本
年
一
月
一
日
に
は
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
当
地
は
「
の
と
里
山
空
港
」

や
「
の
と
里
山
街
道
」
の
完
成
後
、
採
石
場
が
閉
鎖
さ
れ
た
た
め
、
復
旧
・
復
興
が
困
難
を 

極
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
予
期
さ
れ
る
本
県
も
、
こ
の
二
十
年
間
で

採
石
場
が
半
減
し
、
残
る
採
石
場
で
も
資
源
が
乏
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
万
一
の
災
害
時
に
、

私
ど
も
砕
石
業
界
の
協
力
が
不
可
欠
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
十
分
な
対
応
が
で
き
な
い
お
そ
れ
が

あ
る
わ
け
で
す
。
こ
う
し
た
課
題
を
含
め
、
組
合
・
組
合
員
の
お
か
れ
た
現
状
に
つ
い
て
、 

今
後
も
静
岡
県
な
ど
関
係
先
と
の
意
見
交
換
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

な
お
、
２
０
２
２
年
の
豪
雨
災
害
で
は
、
採
石
場
跡
地
か
ら
国
道
や
鉄
道
へ
の
土
砂
流
出 

が
発
生
し
ま
し
た
。
組
合
と
し
て
も
襟
を
正
し
、
組
合
員
が
互
い
に
チ
ェ
ッ
ク
し
あ
え
る 

関
係
を
築
い
て
ま
い
り
ま
す
。 

今
年
度
も
無
災
害
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
皆
様
の
御
健
勝
を
祈
念
し
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

立
岩
理
事
長
あ
い
さ
つ 

（
要
旨
） 
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静
岡
県
交
通
基
盤
部
理
事 

高
梨 

記
成 

様 

 

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
ご
ろ
か
ら 

本
県
の
建
設
行
政
の
推
進
に
深
い
御
理
解
と 

御
協
力
を
賜
り
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て 

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
能
登
半
島
地
震
に
対
し
ま
し
て
は
、

県
交
通
基
盤
部
と
い
た
し
ま
し
て
も
四
名
の 

土
木
技
術
職
員
を
、
石
川
県
と
穴
水
町
に 

中
長
期
的
に
派
遣
し
て
、
現
地
の
災
害
復
旧 

を
支
援
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
国
の
取
組
と
し
て
、
地
震
発
災
後
の 

二
ヶ
月
間
で
約
二
万
七
千
㎥
の
砕
石
を
調
達 

・
輸
送
の
ほ
か
、
半
島
地
域
の
防
災
強
化
と 

し
て
、
災
害
に
強
い
道
路
や
港
湾
等
の
イ
ン 

フ
ラ
整
備
の
方
策
を
検
討
す
る
と
の
報
道
が 

あ
り
ま
し
た
。 

砕
石
業
は
、
道
路
や
河
川
・
砂
防
、
港
湾
等 

の
公
共
工
事
を
、
そ
の
骨
材
提
供
で
支
え
て 

お
り
、
県
土
の
発
展
と
安
全
を
確
保
す
る 

た
め
の
基
盤
作
り
に
は
、
皆
様
方
に
よ
る 

良
質
な
骨
材
資
源
の
安
定
的
供
給
が
、
引
き 

続
き
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

県
内
で
は
、
昨
年
、
一
昨
年
と
台
風
接
近 

に
伴
う
大
雨
の
影
響
で
、
多
く
の
土
砂
災
害 

が
発
生
し
て
お
り
、
今
後
さ
ら
に
気
候
変
動 

に
よ
る
水
災
害
の
頻
発
化
・
激
甚
化
が
予
測 

さ
れ
て
い
ま
す
。 

事
故
の
防
止
は
も
と
よ
り
、
防
災
対
策
、 

安
全
対
策
等
に
引
き
続
き
御
配
慮
い
た
だ
き
、

地
域
と
の
共
生
を
図
り
な
が
ら
、
県
土
の 

建
設
と
発
展
に
、
今
後
も
一
層
の
御
尽
力
を 

お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。 

 

結
び
に
、
静
岡
県
砕
石
業
協
同
組
合
の
益
々

の
御
発
展
と
皆
様
の
御
健
勝
を
祈
念
い
た
し 

ま
し
て
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。 

（
代
読 

静
岡
県
河
川
砂
防
管
理
課
長 

 

鍋
田 

航
平 

様
） 

祝
辞
要
旨 

第114号                 静岡県砕石業協同組合 さい石だより          令和６年７月１日

（月） 

第
二
十
四
回
通
常
総
会 

役
員
改
選
、
令
和
六
年
度
事
業
計
画
等
を
審
議 

静
岡
県
砕
石
業
協
同
組
合
の
第
二

十
四
回
通
常
総
会
が
、
令
和
六
年
五

月
二
十
四
日
、
静
岡
県
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
あ
ざ
れ
あ
に
お
い
て
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
ず
、
議
事
に
先
立
ち
、
理
事
長
表

彰
が
あ
り
、
優
良
事
業
所
と
し
て
静

甲
工
業
㈱
が
、
長
期
勤
続
従
事
者
と

し
て
鈴
木
伸
司
氏
（
土
屋
建
設
㈱
）
が

そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

 

理事長表彰受賞の皆様、 

    おめでとうございます！ 

野毛忠明 様 

（静甲工業㈱） 

鈴木伸司様 

（土屋建設㈱） 

立岩理事長 

役
員
の
選
任 

昨
年
度
の
第
二
十
三
回
総
会
で
は

諸
般
の
事
情
か
ら
、
一
年
間
の
役
員

任
期
留
任
を
し
て
お
り
、
今
回
の
総

会
で
役
員
改
選
を
行
い
ま
し
た
。 

令
和
六
年
度
か
ら
二
年
間
の
役
員

は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。 

（
理
事 

十
一
名
） 

理
事
長 
 

立
岩 

 

康
男 

（
再
任
） 

副
理
事
長 

山
本 

 

雅
也 

（
再
任
） 

副
理
事
長 

三
高 

 

一 
 

（
再
任
） 

理
事 

 
 

木
村 

 

信
太
郎
（
再
任
） 

理
事 

 
 

井
上 

 

光
由 

（
再
任
） 

理
事 

 
 

川
村 

 

靖 
 

（
再
任
） 

理
事 

 
 

楠
木 

 

昭
久 

（
再
任
） 

理
事 

 
 

外
山 

 

明
寿 

（
再
任
） 

理
事 

 
 

勝
間
田 

慶
喜 

（
新
任
） 

理
事 

 
 

後
藤 

 

真
典 

（
新
任
） 

理
事 

 
 

桑
原 

 

裕
明 

（
再
任
） 

（
監
事 
 
 

二
名
） 

監
事 
 
 

菊
地 

昭
吾 

 

（
再
任
） 

監
事 

 
 

渡
辺 

貴
彦 

 

（
新
任
） 

（
顧
問 

一
名
） 

顧
問 

 
 

近
松 

則
雄 

 

（
再
任
） 

な
お
、
こ
の
た
び
理
事
を
退
任
さ

れ
た
勝
間
田
久
嗣
様
及
び
後
藤
裕
史

様
に
は
、
豊
富
な
御
経
験
、
御
見
識

を
有
さ
れ
、
今
後
も
大
所
高
所
か
ら

御
助
言
を
い
た
だ
け
る
よ
う
、
新
た

に
相
談
役
に
就
任
さ
れ
ま
し
た 

ま
た
、
名
誉
顧
問
に
は
、
三
名
が

就
任
さ
れ
て
い
ま
す
。 

（
相
談
役 

 

二
名
） 

相
談
役 

 

勝
間
田 

久
嗣 

（
新
任
） 

相
談
役 

 

後
藤 

 

裕
史 

（
新
任
） 

（
名
誉
顧
問 

三
名
） 

牧
野 

た
か
お 

参
議
員
議
員
（
静
岡
県
） 

相
坂 

摂
治 

 

県
議
会
議
員
（
静
岡
市
駿
河
区
） 

木
内 

満 
 
 

県
議
会
議
員
（
富
士
宮
市
） 

 

mailto:saisekigyou@cy.tnc.ne.jp
https://shizuoka-saiseki.jp/


                                  

                                  

                                  

                                  

                                  

第114号                 静岡県砕石業協同組合 さい石だより          令和６年７月１日

（月） 

第
二
十
四
回
通
常
総
会
御
来
賓 

名
誉
顧
問 

 

参
議
員
議
員 

牧
野 

た
か
お
（
鷲
見
秘
書
） 

静
岡
県
交
通
基
盤
部
関
係 

河
川
砂
防
管
理
課
長 

 

鍋
田 

航
平 

様 

砂
防
課
長 

 
 
 
 
 

杉
山 

一
仁 

様 

技
術
調
査
課
長 

 
 
 

森
西 

洋
之 

様 

工
事
検
査
課
長 

 
 
 

土
屋 
守
廣 

様 

道
路
保
全
課
長 

 
 
 

西
原 

宏
昌 
様 

政
令
市
関
係 

静
岡
市
開
発
審
査
課
長 

鷺
坂 

徳
寿 

様 

関
係
団
体 

静
岡
県
道
路
舗
装
協
会
会
長 中

村 

嘉
宏 

様 

静
岡
県
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
協
会
常
任
幹
事
長 

大
高 

圭
介 

様 

静
岡
県
建
設
産
業
団
体
連
合
会
専
務
理
事 

石
野 

好
彦 

様 

静
岡
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
経
営
支
援
部
長 

住
川 

守
雄 

様 

祝
詞
（
メ
ッ
セ
ー
ジ
） 

 

参
議
員
議
員 

 
 

牧
野 

た
か
お 

様 

静
岡
県
議
会
議
長 

落
合 

慎
吾 

 

様 

 

令
和
五
年
度
事
業
報
告 

債
務
保
証
や
共
同
立
入
検
査
な
ど
例

年
同
様
の
事
業
の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
等
の
新
た

な
取
組
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

砕石製造過程の紹介動画（約５分間）もYouTube 

で公開。（www.youtube.com/@shizuokasaiseki） 

ぜひ ご覧ください。 

令和５年度は新たに、静岡県砕石業協同組合の 

インターネットホームページを開設しました。 

https://shizuoka-saiseki.jp 

 

総
会
で
は
、
こ
の
ほ
か
令
和
六
年
度

事
業
計
画
や
、
経
費
の
賦
課
及
び
徴
収

方
法
な
ど
、
上
程
さ
れ
た
計
八
つ
の
議

案
が
す
べ
て
原
案
ど
お
り
承
認
・
可
決

さ
れ
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。 

静岡県砕石業協同組合 令和六年度六月までの主な動き 

 

裏
面
に
は
、
県
内
採
石
場
一
覧
も
掲
載
。 

事
業
説
明
や
工
場
見
学
等
に
御
活
用
く
だ
さ
い
。 

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
組
合
の 

事
務
局
へ
ど
う
ぞ
。 

（
☏
（
０
５
４ 

）
２
７
１
の
２
６
１
８
） 

表紙 
見開き 

あ 

と 

が 

き 

①
砕
石
紹
介
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
発
行
（
五
月
一
日
） 
 
 
 

砕
石
製
造
過
程
等
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る 

 

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
（
Ａ
３
版
二
つ
折
り
）
を
発
行 

②
三
団
体
協
議
会
の
現
場
見
学
会
（
五
月
三
十
日
） 

 

道
路
舗
装
協
会
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
協
会
の 

若
手
職
員
対
象
に
採
石
場
現
場
見
学
会
を
開
催 

③
県
庁
河
川
砂
防
管
理
課
と
意
見
交
換
（
六
月
六
日
）

砂
利
及
び
岩
石
等
採
取
計
画
認
可
事
務
取
扱
要
綱

の
改
正
案
に
つ
い
て
県
当
局
と
協
議 

①
砕
石
紹
介
リ
ー
フ
レ
ッ
ト 

②
三
団
体
協
議
会
の
現
場
見
学
会
を
開
催
（
五
月
三
十
日
） 

三
団
体
と
は
、
道
路
舗
装
の
原
材
料
を
提
供
す
る
砕
石
業
協
同
組
合
、 

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
を
製
造
す
る
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
協
会
、
そ
し
て
、 

舗
装
を
施
工
す
る
道
路
舗
装
協
会
で
、
良
好
な
道
路
舗
装
に
向
け
三
団
体
技
術
者 

協
議
会
を
設
け
、
連
携
協
力
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

今
回
は
、
静
甲
工
業
（
株
）
南
部
工
場
を
会
場
に
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
協
会
及
び

道
路
舗
装
協
会
の
傘
下
企
業
の
若
手
職
員
を
対
象
と
す
る
採
石
場
現
場
見
学
会
を
開
催

し
ま
し
た
。 

 

 

参
加
者
か
ら
は
「
場
内
や
プ
ラ
ン
ト
を
じ
っ
く
り
見
る
こ
と
が
で
き
良
か
っ
た
。」
や

「
採
石
場
の
安
全
確
保
や
品
質
管
理
の
取
組
を
現
地
で
確
認
で
き
た
。」
な
ど
の
感
想
が

あ
り
ま
し
た
。 

③
県
庁
河
川
砂
防
管
理
課
と
意
見
交
換
（
六
月
六
日
） 

県
庁
の
河
川
砂
防
管
理
課
は
、
近
年
の
土
石
流
災
害
や
盛
土
問
題
等
を
受
け
、
行
政
と

し
て
採
石
場
等
の
監
督
体
制
の
強
化
を
図
る
た
め
、「
静
岡
県
砂
利
及
び
岩
石
採
取
計
画

認
可
事
務
取
扱
要
綱
」
の
改
正
を
検
討
し
て
い
ま
す
。 

当
組
合
で
は
、
改
正
が
組
合
員
に
と
っ
て
過
剰
な
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
、
改
正
案
に

つ
い
て
県
当
局
と
意
見
を
交
換
し
、
県
は
改
正
案
を
再
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
要
綱
は
令
和
六
年
度
中
に
改
正
さ
れ
、
令
和
七
年
度
か
ら
施
行
の
見
通
し
で
す
。 

〇 

「
さ
い
石
だ
よ
り
」
は
、
今
回
で
一
一
四
号
と
な
り
ま
す
。
昭
和
五
十
二
（
一
九
七
七
）

年
の
創
刊
以
来
、
昨
年
度
の
一
一
三
号
ま
で
印
刷
発
行
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
か
ら
は

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
で
、
組
合
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
開
し
て
い
き
ま
す
。 

  

今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

http://www.youtube.com/@shizuokasaiseki
https://shizuoka-saiseki.jp/

